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論文内容要旨
 ラットの右心房から,洞房結節をふくむ組織片を摘出し,四酸化オスミウムの単固定,またはグ
 ルタ_ルァルデハィドと四酸化オスミウムの二重固定を施したのち,エポソ812に包埋,超薄切
 片として電子顕微鏡で観察した。また別に洞房結節のCarnoy固定,パラフィン包埋連続切片を
 つくり,その光学顕微鏡所見を電顕観察の参考とした。
 ラットの洞房結節は,光顕的にも,明るい小型細胞の集合部として周囲の組織から容易に識別さ
 れる。これらの結節細胞は多数の小細胞束をつくりっっ,1本の中心動脈のまわりに分布している
 が,その配列は一般心房筋にくらべて不規則である。各細胞は,細くやや迂曲した細胞質と楕円核
 とをもち,細胞質には横紋を示す筋原線維を少量に備える。細胞質はPAS反応強陽性で多量のグ
 リコーゲンをふくむものと考えられる。
 結節細胞を電顕で観察すると,筋細糸は,,横紋筋原線維に.一致する束をつくるがこれらの束は細
 く配列がまばらで,その走向もやや不規則である。細胞の横断像では,筋細糸束が細胞の辺縁部に
 ならび,糸粒体その他の小器官をふくむ細胞質中軸部をとり囲むことが多い。ときに細胞質内には,
 束をなさね単離のマイオシソ細糸をみる。丁小管,および作業心筋にみられるような筋形質網系は
 形成されない。したがって,結節細胞の収縮装置は,作業心筋にくらべてはるかに劣勢であるとい
 うことができる。
 細胞質には,小型糸粒体,小胞,顆粒形質網,ゴルジ装置,グリコーゲン顆粒などもふくまれる
 が,一般に結節細胞における小器官の発達はわるい。糸粒体,小胞,グリコーゲン顆粒の分布と,筋
 原線維の横紋との間にはまったく関連性を見いだすことがでぎない。細胞膜下には,多数の飲小胞様
 の小胞と,少数のコーテツドベジクル,および表面下槽が観察される。飲小胞様の小胞は,丁小管
 に相当するはたらきをになう構造である.とも考えられる。しかしその分布は,横紋との間に何らの
 関係も示さない。
 細胞の表面は連続的な外板におおわれるが,部位によっては外板を失い,隣りあった細胞が狭い
 細胞間隙をはさんで直接あい対面する。このような細胞間の接着部は,細胞端同士の間のみならず,
 細胞の側面同士の間にもつくられる。細胞端同士の接着部は横線をなし,ここに多数の接着野が形
 成される。しかし典型的な接着斑は認められない。接着野は,ふつう乙線に一致してつくられる。
 側面同士の接着部には,小さな接着野がまばらに形成されている。閉鎖野ないし閉鎖斑はほとんど
 存在しない。この所見から見て,結節細胞が互いに低電気抵抗結合で結ばれているとは考えにくい。
 ただし結節細胞と一般心房筋細胞の間には,閉鎖野や閉鎖斑の発達が良好である。
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 中心動脈のまわりの結節細胞は,動脈壁に向かって細胞質突起をのばし,その先端を中膜の平滑
 筋細胞の外面に接着させている。ここでは両網膜の間に約150mμの間隙がはさまれ,また両細
 胞の外板は互いに融合して1層になる。このような結節細胞の中心動詠壁に対する緊密な着接の機
 能的意義は明らかでない。
 洞房結節は,豊富な無髄神経線維の分布を受けている。これらの線維の軸索は,数本が共通のシ
 ユワン細胞につつまれて,間質結合組織内を進む。シユワン細胞の表面は連続的な外板でおおわれ
 ている。軸索の終末部は,多くのシナプス小胞と小型糸粒体をふくむ膨大を形成する。この部は,
 部分的にシュワソ鞘を失って,直接外板でおおわれる面をもつ。
 シナヲス小胞の形態から,これらの終末に2種を区別することがでぎる。ひとつは直径約500
 Aの明小胞を多くふくみ,その間に直径約1000Aの含粒小胞を少数まじえるものであり・おそ
 らくコリン作働性と考えられる。他は,直径約500Aの含粒小胞を多くふくみ,そのほか直径約
 500Aの明小胞および直径約1000Aの含粒小胞を少数にもつもので,おそらくアドレナリン
 作働性であろうと考えられる。'
 神経終末は,多くの場合,結節細胞の表面から100mμ以上離れたところにあって・結節細胞
 と終末の外板同士の間に,狭い細胞外腔が介在している。結節細胞が収縮して細胞表面に波状の凹
 凸が現われると,それに対応して,終末の表面にも凹凸渉形成される。ときに終末はシユワソ鞘を
 まったく失って裸となり,結節細胞の表面につくられた溝のなかにはいる。このようなところでは・
 結節細胞と終末の細胞膜は,約150Aの間隙をはさんで直接あい対し・その間に外板をはさまな
 い。結節細胞の外板は,終末の結合組織に向かう面をおおう外板に連続する。また結節細胞のかわ
 には,シナプス下槽が現われるρ
 無髄線維にまじって,少数の有髄線維が認められたが,その終末を確認するにはいたらなかった。
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 審査結・一果の要旨
 洞房結節の微細構造については,1960年以来,ラットをふくむ数種の哺乳類を材料として,
 すでにいくつかの電顕的研究が報告されているが,これらの報告には,ペースメーカー細胞の特徴,
 同細胞間の結合様式,神経終末の形態などに関して,互いにあい異なる記述も少なからず存在する。
 本論文は,これらの諸点を明らかにするために,ラットの洞房結節について詳細な電顕観察を行な
 い,その所見を報じたものである。
 ペースメーカー細胞は,細くやや迂曲した細胞質のほぼ中央に楕円核を備えた小型細胞であり,
 多数の小細胞束をなして,一般の作業心筋より不規則に配列している。微細構造上の特徴としては,
 筋細糸の発達がわるく,細糸は細い束をなしてまばらに,かつやや不規則に分布している。作業心
 筋にくらべて,その他の小器官にも恵まれておらず,とくに筋形質網系および丁小管はまったく存
 在しない。したがってトライアッドの形成も行なわれない。細胞膜直下には,飲小胞およびコーテ
 ツドベジクルが少数みられるが,これらはおそらく丁小管に相当するはたらきを担うものであろう
 という。
 細包間の結合をみると,細胞端同士の間には横線がつくられていて,ここに多数の接清野が形成
 される。しかし典型的な接着斑は見いだされない。細胞はまた側面を互いに接着されることもあり,
 ここにも小型の接着野をもつ。一方閉鎖野寒しギし閉鎖斑はほとんと溜められず,この点これらの発達したプルキ
 ンエ線維および作業心筋とは異なっている。この所見は,ペースメーカー細胞間に,興奮の電気的
 伝達がおこりにくいことを示唆する。
 ペースメーカー細胞は,結節内を走る中心動脈壁に向かって突起をのぼす。その先端は動脈の中
 膜外面に達し,平滑筋細胞と,約150御の間隙をへだてて接着する。
 洞房結節内に分布する多量の無髄線維は,ペースメーカー細胞間において終末形成を行なう。こ
 れらの終末には,小型の明小胞をふくむコリン作働性終末と,小型の含粒小胞を備えるアドレナリ
 ン作働性終末が区別される。終末は,多くの場合,ペースメーカー細胞の表面から100御以上
 離れていて,両細胞膜間には,それぞれの外板と,狭い細胞外腔が介在する。しかしまれには,外
 板が失われ,両細胞膜が幅約150Aのシナプス隙をへだてて対面する所見に接することができる。
 このような部位では,ペースメーカー細胞内にシナプス下槽が現われる。
 本論文は,以上の所見に基づいて,それとこれまでの記載との間に比較検討をこころみ,さらに
 各所見の機能的意義に関しても考察を加えたもので,電顕組織学的に価値が高く,学位授与に価す
 るものと判定する。
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